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あわら市をより豊かに！
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～ ごあいさつ ～  
　夏本番を迎え、皆さまいかがお過ごしで
しょうか。
　梅雨入り前から暑い日が続き、これから
本格的な暑さもやってきます。熱中症には
十分ご注意ください。
　さて、6月定例会では、コミュニティ助
成金や地域防災向上支援をはじめとする地
域づくりの充実と、各種事業の強化策が可
決・成立しました。今回の一般質問では「民
間との連携」をテーマに、これからの行政
資産の運用とその活用による真の安定性に

ついて提案しました。
　あわら市には aキューブをはじめとした
誇るべき資産がたくさんあります。これら
を有効に活用することで、皆さまの生活を
さらに安定させることができます。皆さま
のご意見やご支援をいただきながら施策を
前に進め、地域の発展に貢献していきたい
と考えています。
　より豊かで生活しやすい
あわら市を目指し、今後も
全力で取り組んでまいりま
す。

　仲間 5人と共に、若手音楽家の育成を目
指した新たな取り組みをはじめました。市
内の施設を利用しながら、活気あふれる若

きあわら市民の音楽活動を支援し、新たな
賑わいと文化を育てていきます。
　あわら市の持つ豊かな環境でのびのびと
若手音楽家の育成を続けていくことで、彼
らやあわら市がより多くの方々に注目して
いただけるよう願っています。近隣の皆さ
んが楽しめる場所や交流の場としても、こ
れから成長していきたいと考えています。

音楽家育成へ



第 121 回定例会

　あわら市では、人口減少に伴い、多く
の施設が現在の需要に対して過剰となっ
ており、統合や廃止が検討されています。
今後 6年で市の人口は 3,000 人以上減少
すると予測されており、維持管理コスト
が重くのしかかる中、行政施設の統廃合
はいま考えなければならない課題になっ
てきています。
　身近な施設や建物が閉鎖されたり、取
り壊されたりすることは寂しいものです。
一方、民間企業との連携で施設の維持や
発展を実現している事例があります。あ
わら市でもこの仕組みを採用することで、
市の賑わいを取り戻しながら、行政施設
の管理コストを削減できる可能性があり
ます。民間企業にとっても新たなビジネ
スチャンスとなり、新しいお店や施設が
できるチャンスも生まれてくるでしょう。
　これまでに培ってきた良い部分を残し
つつ、不要となったものはスクラップ・
アンド・ビルドの考え方で再編していく
ことで、あわら市にはさらなる発展の可
能性が生まれます。市の強みを伸ばし、
弱点を補うことで、私たちのまちはより
良い未来へと進んでいけるのです。

　市民の皆さんの負担や不便さをなるべ
く軽減しながら、かつ生活により役に立
つような行政施設へと再編を行うために
は、皆さんとの情報共有が大切です。引
き続きあわら市の発展に努めてまいりま
すので、皆さまのご支援とご協力をよろ
しくお願い申し上げます。

６月議会 一般質問の裏側
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　6月定例会が 6月3日から6月25日までの会期で開催されました。
　一般質問の裏側ということで、想い・考え方・反省点・今後をみなさ
まにお伝えします。なお、全文に関しては私のホームページに原文どおり
掲載しています。
　今回の一般質問では、「官民連携事業」をテーマに、民間との連携をさらに強化することにより、あわら市
がより豊かな社会へと進化するための提案を行いました。新たな取り組みが始まることを期待しています。

行政施設の統廃合は
いま考えなければならない課題

� 官民連携事業 視察（山代）

� 官民連携事業 視察
� （南池袋）

官民連携事業について
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農業政策について
　福井県の農業事業が変更となり、「未来に
繋ぐふくいの農業応援事業」としてリニュー
アルされました。新たな事業では、新規就農
者をメインにした補助制度が盛り込まれてい
ますが、事業継承者にも同様の補助が必要
であると考えます。国の補助制度も活用し、

事業継承者への支援も併せて検
討してまいります。

観光振興計画について
　今年度をもって、「観月の夕べ」は終了と
なります。しかし、来年度からは地域振興
を目的とした新たなイベントが地元主体で
開催される予定です。自然と人が豊かに調
和する北潟湖。その北潟湖の魅力をよく知
る地元の方々が、その良さを伝えられるよ
うな地域密着型のイベントを計画していま
す。地域振興はもちろんのこと、地域の魅
力が広く発信されることで、観光振興も期
待されます。

　議会のDX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）化は、タブレット導入によるペーパーレ
ス化は達成したものの、その後の活用方法
が浸透せず、長い間停滞していました。この
状況では、本来の意味でDXを成し遂げら
れたとは言えません。導入を決定し、講習
会の開催を推進してきた立場として、申し訳
ない気持ちでいっぱいです。
　そこで、新たにタブレット端末の便利さを
浸透させるきっかけ作りに着手しています。
前回のタブレット導入は期限を決めることで
推進しましたが、今回は便利さに着目し、タ
ブレットを用いた便利な業務効率化の方法
を浸透させることで、DX化が自然に進行す
るような環境づくりを目指しています。
　具体的には、議員定数削減の検討材料の
第一歩として、デジタルマインドマップを導入
しました。マインドマップとは、複数の情報
を視覚的に見やすくまとめた図で、各議員間
の業務や役割分担を可視化することができま

す。このように議員が持っている情報をデジ
タルに集約し、適切に管理できるようにする
ことで、ムダが減って業務が効率化されます。
　改革は今始まったばかりです。DX化によっ
てリアルタイムで情報を共有・管理できるよ
うになれば、議会の効率化と透明化が果た
され、市民の皆さんの意見もより議会に届
きやすくなります。市議会の価値を高めるた
めにも挑戦を続けてまいります。

産業建設教育常任委員会からのお知らせ

デジタルマインドマップ
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トリムマラソン個人市政報告会

能登ボランティア

鳥獣害対策

寄付金自販機

観光まちづくりフォーラム

消防防ぎょ訓練

あわら市商工会通常総代会

　令和6年能登半島地震被災地でのボラ
ンティアとして、縁日と清掃のお手伝いに
参加してきました。復興の道のりはまだ長
そうですが、子どもたちの素敵な笑顔に触

れ、子どもの力強さを感じました。ボランティア活動で被災
地に勇気を届けるつもりが、逆に
自分が勇気をもらったのがとても
印象に残っています。被災地の
1日も早い復興と、被災者の方々
の健康をお祈り申し上げます。

編集
後記

みなさんのご意見をお聞かせください。

メール・FAX は 24 時間受付
mail：atsushi@a-aoyagi.com
ＦＡＸ：0776-73-5539
ＴＥＬ：0776-73-0313

市政
よろず
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一般質問ご意見募集
　◦空き家対策
　◦事業用地の確保
　◦子育て支援
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